
【第６学年国語】 

目的や意図に応じて情報を収集し、整理・分類しながら、自分の立場を明確にして、説得力のある文章を書く 

 

１ 指導計画 

１時間目  資料を基に外来種や在来種について調べなから、書かれた情報を読み取り、自分の立場を明

確にする。 

２時間目  説得力のある意見文を書くために、例文を比較しながら数値や言葉の引用のよさに気付き、

構成メモを作る。 

３時間目  例文をもとに文の構成について考え、構成メモをもとに意見文を書く。 

 

２ 指導のポイント 

   この問題は、外来種の駆除か、在来種の保護か、資料を基にしながら自分の立場を明確にし、説得力のあ

る意見文を書くものである。ここでは、情報を収集する力、解釈する力、整理・分類する力、根拠を明確に

しながら書く力が必要である。そこで、それらの力を付けるために、書き方の例を挙げ、比較させながら、

段階的に書き方を学ばせ、指導に当たる。 

 

１時間目  環境保護レンジャーの石川さんへのインタビューをもとに、外来種が日本に入ってきた理由や

引き起こす問題についてまとめていく。また、資料１や資料２から分かることを少人数のグルー

プで話し合い、資料を読み取っていく。そして、外来種の駆除か、在来種の保護か、自分の意見

を作り上げていく。 

２時間目  二つの意見文を比較することで、「数値」や「資料からの言葉の引用」がある方が、より説得力

があることに気付く。また、自分が用いたい資料から「数値」を抜き出したり、「言葉の引用」を

したりしながら、構成メモを作る。 

３時間目 例文に書かれた「数値」や「資料からの言葉の引用」を確認する。また、どんな立場で書かれた

例文か、用いている資料は何かを考える。それらを活用しながら、条件に沿って意見文を書く。最

後に、条件のもと書かれている意見文であるかを、推敲する。 

 

３ 各時間の指導 

（１） 資料を基に外来種や在来種について調べなから、書かれた情報を読み取り、自分の立場を明確にする。 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 

課題を把握する 

Ｔ  山本さんの学校にあるビオトープに生息している「クロメダカ」

は在来種で、外来種との混血が進み、絶滅危惧種に指定されてい

るそうです。そこで、外来種について調べました。 

   外来種について、どんなことが分かったか、資料を基に考えま

しょう。 

資料（インタビュー）を読み取る 

Ｔ  外来種について、インタビューを基にまとめましょう。 

  ・表にまとめよう。 

Ｔ  まとめて、分かったことや思ったことは何ですか。 

  ・外来種が多くて、びっくりした。 

  ・楽しむためやペットとして日本に入ってきたものが多い。 

  ・外来種は、在来種を絶滅させる。 

  ・人間がペットとして日本に持ち込んだのに捨てるのはおかしい。 

 

・在来種や外来種、絶滅危惧種、混血

等の言葉の意味を確認させる。 

・外来種について、資料をもとに考え

るという本時の課題を確認させる。 

・インタビュー資料を基に、ワークシ

ートの表に書き込みをしながら、外

来種についてまとめさせる。 

 



【例】板書 

外来種の駆除             在来種の保護 

 

 

 

 

人間の勝手さ 

 

（２） 例文を比較しながら数値や言葉の引用のよさに気付き、構成メモを作る。 

Ｔ  山本さんは、外来種による問題やそれに対しての取組をもっと

知りたいと思い、調べました。 

資料（資料１・２）を読み取る 

Ｔ  資料１や２からどんなことが分かりますか。 

  ・年々、外来種が多くなってきている。（資料ア） 

  ・駆除したあとは、在来種が増えた。（イ） 

  ・捕獲した後は被害が少なくなった。（カ） 

  ・人間の勝手で、外来種が増えてしまった。（エ） 

  ・在来種が減ったのは、外来種だけが原因ではない。（キ） 

・在来種のために池を作ったり、外来種が増えないようにしたり

している。（オ） 

 

 

 

 

 

 

 

自分の立場を考える 

Ｔ  在来種を守るために「外来種を駆除する」立場と「在来種を保

護する」立場があります。 

  あなたならどの立場に立つか、資料をもとにしながら考えましょ

う。どの資料を基にするか、【資料１】から一つ、【資料２】から

一つ資料を選びましょう。 

・私は、資料イや資料カから、「外来種を駆除するべき」という立

場に立つ。 

 

・ここでは、外来種が引き起こす問題

だけでなく、人間の身勝手さが引き

起こしている現状にも気付かせた

い。そのために、思ったことも発表

させる。 

・資料１や２から分かることを発表さ

せる。 

・「外来種の駆除」「在来種の保護」「人

間の勝手さ」など、児童から出たこ

とをもとにいくつかのカテゴリーに

分けながら、板書していく。 

・どの資料を基にしたかを明確にさせ

る。 

・資料１や２は児童に配布する以外に、

教室内にも掲示し、全体で確認でき

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・構成メモに立場や選んだ資料の記号

を書かせる。また、どうしてその立

場を選ぼうと思ったかも考えさせ

る。 

□資料を読み取り、資料を基に自分の

立場を明確にすることができたか。 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 

課題を把握する 

Ｔ  前時では、資料を基に外来種の問題を調べ、「外来種を駆除する」

立場、「在来種を保護する」立場のどちらに立つかを考えました。

その意見を意見文に書き、地域の方々に、発表することになりま

した。 

   発表するために、意見文を書きます。 

発表するための説得力のある意見文について考える 

Ｔ  発表するのですから、自分の意見をよりよく伝えなくてはいけ

ません。そこで、説得力のある意見文にしたいと思います。 

ここに【資料１】を基にしたＡとＢの意見文があります。どちら

がより説得力があるでしょうか。 

 

・前時で作成した構成メモを振り返ら

せながら、自分の立場や基にした資

料を想起させる。 

・実際に発表する場を設定する。 

・発表の場を設定することで、目的意

識をもたせ、説得力のある意見文を

書こうという意欲付けを図る。 

・「説得力」の意味を確認する。 

 

 

 

 

 

【構成メモ】 
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≪外来種を駆除する立場≫ 

・ＡとＢを比較させながら考えさせ、

数値に気付かせる。 

 

Ｂ 
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・Ｂは、具体的に数値が書かれているので分かりやすいから、Ｂ

がより説得力がある。 

・Ａの「少し」は、どのくらいなのか、分かりにくいので、Ｂの

方が、説得力がある。 

・Ｂは、数値をもとに自分の考えが書かれているが、Ａは分かっ

たことばかりが書かれている。 

Ｔ  説得力がある意見文を書くには、数値を入れるとよいことやそ

れをもとに自分の考えを書くとよいことが分かりました。 

 

Ｔ  次に、【資料２】をもとにしたＡとＢの意見文があります。どち

らがより説得力があるでしょうか。 

 

≪在来種を保護する立場≫ 

・話し合いの中で、数値や数値を根拠

に自分の考えを述べていることを押

さえる。 

・自分の考えが書かれていることに気

付かない場合は指導者から話題を提

供し考えさせる。 

 

 

 

・言葉の引用の方法についても指導す

る。 

・ＡとＢを比較させながら考えさせ、

言葉の引用に気付かせる。 

 

Ｂ 
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・Ｂは、資料クに書かれていることが書いてあるが、Ａは、いろ

いろな工夫と書いてあって、分かりにくい。 

・Ｂは、「～だそうです。」と、書いてあり、資料を見たことが分

かる。 

・Ｂは、「だから、～考えます」と自分の考えが書かれている。 

 

Ｔ  資料に書かれた文を書くことを「引用」と言います。 

説得力がある意見文を書くには、資料の言葉を引用し、それを基

にして自分の考えを書くとよいことが分かりました。 

 

構成メモを作成する 

Ｔ  資料１や２から、どんな数値が読み取れるか、また資料２から

どんな言葉が引用できるか、構成メモに書きましょう。 

 

・構成メモを作る。 

・話し合いの中で、自分の考えを述べ

ていることを押さえる。 

【構成メモ】例 

資
料
イ 

二
〇
一
〇
年
に
駆
除 

在
来
種
は
二
・
六
か
ら
六
・
九
に

増
え
た
。 

駆
除
を
す
る
と
よ
い
と
思
う
。 

 
資
料
オ 

 

全
国
で
す
で
に
四
〇
か
所
近
く
在

来
種
を
保
護
す
る
ト
ン
ボ
池
が
整
備 

 

二
十
二
種
類
の
ト
ン
ボ
が
飛
来 

 

生
息
で
き
る
環
境
を
作
る
と
よ
い

と
思
う
。 

□例文を比較しながら数値や言葉の引

用のよさに気付き、構成メモを作る

ことができたか。 



（３） 例文をもとに文の構成について考え、構成メモを基に意見文を書く。 

 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点 □評価 

課題を把握する 

Ｔ  前時では、意見文を書くときに数値や言葉を引用したら、より

説得力のある意見文が書けるということを学習し、構成メモを作

りました。今日は、構成メモをもとに、意見文を書きます。 

 

文の構成について考える 

Ｔ  ここに、Ｃさんの書いた意見文があります。前時で学習した数

値や引用があるか確認しましょう。 

Ｔ  Ｃさんの立場はどちらですか。 

・作った構成メモを振り返らせ、前時

の学習を想起させる。 

 

・例文をもとに、説得力のある意見文

について振り返らせる。 

・文の構成について考えさせる。 
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外
来
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し
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と
考
え

ま
す
。 

 

 

・在来種を保護する立場。 

Ｔ  Ｃさんが用いた資料は何でしょう。 

・資料アやク 

Ｔ  数値や言葉の引用、それらを根拠とした自分の考えが書かれた

箇所を探しましょう。 

・「十四パーセント」と数値が書かれている。 

・「～そうです」と引用されている。 

・「在来種を守っていかなければなりません」「守ることにつ

ながります」等、自分の考えが書かれている。 

 

意見文を書く 

Ｔ  構成メモを基に意見文を書きましょう。その際に、次の条件で

書きます。 

条件 ・字数 

   ・資料の記号を入れること 

   ・四つの段落で書くこと 

   ・数値を入れること 

   ・資料の言葉を引用すること 

   ・中の資料につなげて「終わり」の段落に自分の考え

を書くこと 

   

Ｔ  意見文を書いたら、条件に合っているかを読み直しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｃさんの意見文を例に挙げながら、

条件を確認する。 

・例文を用いて条件を確認することで、

意見文の書き方を理解させる。 

 

・書く条件をもとに推敲させる。 

・発展的に、発表の場を設定し、地域

の方と意見交換の場を設定する。 

 

□例文から、文の構成に気付き、構成

メモを基に、文章を書くことができ

たか。 


